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名古屋グランパス ワイズメンズ クラブ 
     NAGOYA YMCA 35-16 DAIKANTYO HIGASIKU  NAGOYA 460-0002 JAPAN 
 

国際会長主題     「世を照らす光となろう」 

ｱｼﾞｱ会長主題     「歳月はＹｓをワイズ（賢者）にする」 

西日本区理事主題   「先頭に立ってワイズの光を輝かそうクラブで、地域で、国際社会で」 

中部部長主題       「前へ！声を掛け合い！」 

クラブ会長主題     「出会い、絆を大切に」 
 

                                   2012 年８月号 
           

―――――――――――＜今月の聖句＞――――――――――― 
 

神を愛する者たち、つまり、御計画に従って召された者たちには、万事が益となるように共に働く 

ということを、わたしたちは知っています。 

                     ローマの信徒への手紙８章２８節 

 

  名古屋グランパスホームページ http://www5.ocn.ne.jp/~ysmen/ 

  
◎第一例会  
と き：８月７日(火) 

 ところ：名古屋ＹＭＣＡ 

 時 間：１９：００～ 

「 一 般 議 事 」         

担 当：早川君 

 1.富士山合同例会について 

 2.日和田お祭りキャンプについて 

 3.阿蘇ＹＭＣＡ等への支援要請について 

 4.東日本大震災被災地訪問について 

 5.ＩＢＣ・ＤＢＣ交流について 

 その他 

 

◎第二例会 
と き  ：８月２３日（木） 

ところ  ： 名古屋ＹＭＣＡ 

時 間 ：１９：００～ 

 

 

 

◎日和田お祭りキャンプ 
と き ：８月４日（土）～５日（日） 

場 所 ：名古屋ＹＭＣＡ日和田キャンプ場 

時 間 : 詳細は別途連絡します 

◎びわこ部部会 

と き ：８月２５日（土） 

場 所 ：ホテルニューオウミ 

 時 間 ：１０:３０～ 

◎中部部会 

と き ：８月２６日（日）  
 場 所 ：名鉄ニューグランドホテル 
 時 間 ：１３：３０～ 
◎西日本区大会実行委員会 

と き ：８月３１日（金）  
 場 所 ：名古屋ＹＭＣＡ 
 時 間 ：１９：００～ 
 

   例     会     出     席     状     況    B  F ポイント クラブファンド（６月） 

在  席  者 14 名 第  1  例  会 11 名 当   月 ・ 切   手  ニコ BOX ノート  

例会出席者 13 名 第  2  例  会 9 名 当   月 ・ 現   金  感 謝 ファンド  

６ 

月  

例

会 当月出席率 92.9 % そ の 他  4 名 累              計  累          計   

 

“TO  ACKNOWLEDGE  THE  DUTY  THAT  ACCOMPANIES  EVERY  RIGHT” 
＝強い義務感を持とう。義務はすべての権利を伴う＝ 

20１2 年８月例会ご案内 

がんばれ日本 がんばるワイズ 



 

   第 一 例 会 報 告     
 

 
 

日 時：2012 年６月 30 日（土）～７月１日（日） 

場 所：TOTO シーウィンド淡路 

出席者：阿部、荒川、坂口、佐藤、信田、高田、    

服部、早川、三井、坂野、吉田 

ゲスト：奈良、阿部メ、荒川メ、佐藤メ＋コ、    

高田メ、早川メ 

 

 
 

「一泊例会を終えて」 

阿部一雄 

 今年度はグランパス設立 20 周年という記念の年。 

会長方針でも述べさせて頂きましたが、会長を受け

るにあたり、昨年おきた東日本大震災の事を考慮し

た行動計画を考えずにはいられませんでした。 

 ワイズメンとして何を考え、どう行動すればいい

かを考える事が重要に思えました。 

 そうした意味で、阪神淡路大震災から立ち直った

場所での一泊例会は意味があったと思います。 

 また、今年度のプログラムには「絆」や「出会い」

を大切にするプログラムを複数用意し、グラブの皆

さんに理解を得たことは会長として嬉しき思いまし

た。クラブ内の交流を図るため、海釣りを企画しま

した。グラブの皆さんと楽しい時間を過ごすことが

できました。 

 また、淡路島移住された元ワイズの奈良さんとも

時間を共有出来、交流を果たすことができました。 

我々ワイズメンも歳を取りましたが、我々のワイズ

メンが充実したワイズライフを行えるよう微力なが

ら今年１年努力していきますので、皆さんご協力、

ご支援宜しくお願い致します。 

 

 
 

 今後、日和田、富士山、仙台と続きますが、今年

は 20 周年。楽しんでプログラムに参加してください

ね！ 

 

 

「憧れの淡路島旅行。」 

 
                 

 高田 師之子 

今回初めてグランパスの一泊例会旅行に同行させ

ていただきました。日本を代表する建築家、安藤忠

雄氏の設計の TOTO シーウィンド淡路に宿泊とのこ

とで楽しみに出かけました。 

 さすが天才奇才の安藤氏、ホテルは断崖に建つコ

ンクリート打ちはなしの建物で中は迷路のようです。

あいにくの天気で海の景色はハッキリ見えず残念だ

ったものの建物探訪は楽しめました。 

 



 
 旅行二日目の午前中は男性陣は釣りに、残る女性

陣は神社仏閣巡りへと繰り出しました。淡路の国・

一の宮である「いざなぎ神宮」は国生みの神である

いざなぎ大神を祀る由緒ある神社で清々しい気持ち

でお参りができました。 

 もう一つの見所は「本福寺」で、こちらも安藤氏

の設計のお寺です。コンクリート製の「水御堂」と

呼ばれる本堂は楕円形の蓮池の下にあり、中は朱塗

りの回廊と極楽浄土を表す朱の光に包まれたご本尊

があります。これは感動ものでした。 

 今回の旅は安藤忠雄ワールド三昧で淡路夢舞台も

見学でき、美味しい料理も堪能できて大変有意義な

時を過ごすことができました。皆さんありがとうご

ざいました。 

 

 
 

 

   第 二 例 会 報 告      
 

 
 
日 時：２０１２年７月２４日（火） 

場 所：名古屋ＹＭＣＡ 

出席者：阿部、坂本、坂野、三井、高田、下村、    

荒川、早川、服部 

欠席連絡者：坂口 

 

議 案 

１ 新年度方針 「出会い、絆を大切に」 

・今年度 20 周年行事日程確認 

２ 9月29日(土)～30日(日) 富士山合同例会への

参加について  

   ・29 日富士山部合同例会参加後、富士山 YMCA

グローバル・エコ・ヴィレッジ宿泊 

  ・30 日富士山 YMCA グローバル・エコ・ヴィレ

ッジ視察 

  ・30 日昼食候補場所 服部氏に依頼 

  ・参加費 6,800 円＋合同例会費(食事代)程度

確認 

  ・出席予定者 阿部にて取りまとめ予定 

３ 日和田ワークについて 

  ・実施状況 早川氏、服部氏、荒川氏にて報告 

  ・参加者 早川氏、服部氏、荒川氏、信田氏 

  ・8 月 5 日日和田まつり支援 早川氏にて段取

り、参加人数把握依頼 

４ 阿蘇ＹＭＣＡ等への支援要請について 

  ・状況報告 坂本氏にて報告 ファンドから義

捐金支出予定とした 

５ 11 月 3 日(土)～4日(日)被災地訪問について 

  ・阿部よりチラシ案及び趣旨文案説明 

  ・参加費概算 51,000 円→46,000 円程度 (※

早割料金、移動費クラブ負担予定) 

内訳(飛行機 15,000 円×2、宿泊 8,000 円、仙

台移動費 5,000 円、例会費 8,000 円) 

  ・7/30 の早割予約を目指し、出席者阿部にて取

りまとめ 

  ・他クラブへの呼び掛け実施とした 

６ IBC,DBC 

  ・DBC 横浜とつかワイズメンズクラブ 富士山

合同例会への参加→今年度会長把握 

   ・DBC 京都とうりょうクラブ→ロースターが届



 
き次第、阿部にて連絡 

  ・IBC サンドルクラブも３０周年及び当クラブ

20周年→平成25年5/24(金)～26(日)を仮日程

とした 

７  その他 

・会費納入→早期納入を阿部にてメールするこ

とにした 

・ニコボックス→三井氏よりファンド予算案、

ニコ袋の提案がなされた 

・8 月 24 日(日)中部部会参加→服部氏にて取り

まとめ、申し込みとした 

・各部会参加状況→各自の都合で参加を確認し      

  た 

・ユースコンボ歓送迎会→中部部会での挨拶時

間設定の要請 

→報告会(10/9(火) 第一例会)を仮に予定(ド

ライバー服部氏) 

→報告会は他クラブへの呼び掛けも行う 

 →各クラブからの支援金はそのまま坂倉氏へ

手渡すこととした 

・東海ワイズオークション日の確認→ワイズ連

絡会にて服部氏日程調整依頼予定 

・7/28(土)能楽堂下見参加者→現在早川氏のみ

参加予定 

・8/7(火)早川氏ドライバーの第一例会で YMCA

製作 被災地支援 DVD 放映予定 

・9月第一例会 卓話候補者服部氏にて調整 

・荒川氏より担当を割り振り、ブリテン原稿依

頼の要請有 

 
 

    日和田ワークキャンプ        
     

日 時：２０１２年７月２１日（土）～２２日（日） 

場 所：名古屋ＹＭＣＡ日和田キャンプ場 

出席者：荒川、服部、早川、信田 

 

 
 

                   荒川恭次 

５月のリーダー研修交流会の時期とは変わって、

日和田にも初夏が訪れていました。今年もキャンプ

場オープンに合わせワークキャンプが実施されまし

た。各クラブからの参加もありましたが、グランパ

スからは精鋭４名が乗り込み、キャンプ場玄関から

キャンプサイト炊事場までの草刈と枝の伐採をメイ

ンに行いました。草刈機を操る動作も長年の経験か

らスキルアップが図られ、各人が計画通りの作業を

こなすことができました。ただ人手不足は深刻で当

初見込んだ計画は達成できませんでした。 

 仕事の後の一杯は格別でした。ましてや空気の澄

んだ涼しい環境とくれば食欲も増します。ぐっすり

眠って次の日の糧（チャージ）としました。 

 各メンバーは慣れない作業で疲れたことと思いま

すが、いづれ訪れるキャンパーの笑顔を思い浮かべ

ながら黙々と作業する様は、メネット達にも見せた

かったことと思います。来年はもっとパワーアップ

したいので、皆さん一年かけて体力造って参加して

ください。 
                   

 
    なかなかサマになってきた草刈名人 

 
 

 
台湾からのキャンプリーダー 陳さんと劉さん 



 

 
  すがすがしい朝の朝食風景（１人二日酔い有？） 

 
 
      ＹＭＣＡだより       
                  

        連絡主事 坂本清則 

暑い！というより痛い・・・。今年の日差しはい

つになく厳しく感じられます。子どもの頃とはどこ

かしら違うと感じるのは私だけでしょうか。 

 とはいえ、キャンプ場の大自然の中では、今も昔

も変わらぬ涼しい風が吹き渡っていることでしょう。

学校や家庭ではできない色々なことをたくさん経験

して、一まわり大きくなって 2 学期を迎えてほしい

と願うものです。 

 そして、このことために、日和田での開設ワーク

やお祭りキャンプにご協力いただきましたこと、心

より感謝いたします。皆さんのお力で、今年もたく

さんの子どもたちがキャンプを楽しんでいます。 

 子どもたちの記憶の中に、YMCA での楽しい思い出

がいっぱい残りますように！ 

 

                    

      そ の 他          
 

１．今月の誕生日 

  

   
      吉田 一誠（ ７日） 

阿部 一雄（ ８日） 

      信田伊知郎（１５日） 

      佐藤 嘉晃（３０日） 

      
 

２．西日本区強調月間 

 

８月度強調月間 Youth Activities 

 

将来のＹＭＣＡとワイズを担うユースを育てるた

めの活動と支援をしましょう。 

 

  下村明子 Ｙサ・ﾕｰｽ事業主任（名古屋ｸﾞﾗﾝﾊﾟｽ） 

 

３．例会等出席状況 

No. 氏 名 

6 
／ 
30- 
7/1 
第    
一 
例 
会 

 7 
／ 
24 
 
第
二
例
会 

7 
／ 
21- 
22 
日
和
田 

 
／ 
 

 
／  
 
 

1 阿部 一雄 ○ ○    

2 荒川 恭次 ○ ○ ○   

3 坂口 功祐 ○     

4 佐藤 壽晃 ○     

5 信田伊知郎 ○  ○   

6 下村 明子  ○    

7 高田 士嗣 ○     

8 坂本 清則  ○    

9 服部 庄三 ○ ○ ○   

10 早川 政人 ○ ○ ○   

11 坂野 清治 ○ ○    

12 松原   誠      

13 三井 秀和 ○ ○    

14 吉田 一誠 ○ ○    

15       

16       

 計 
11 9 4   

 
  
 
 
 
 
 

 
 
坂倉央輝君のユースコンボ派遣打合せと各クラブ

からの支援金贈呈のため、故坂倉ワイズ宅を訪問しま

した。下村Ｙサ・ユース事業主任も同行で、にこやか

な遺影が迎えてくれました。央輝君の楽しい土産話を

期待しています。                    

荒川 


